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The Study of level and instability of self-esteem：















　The purpose of this study was to examine the level and instability of self-esteem and its relation to 
acceptance of self, sense of acceptance and sense of rejection. Woman university students completed 
the self-esteem scale, self-acceptance scale, sense of acceptance and sense of rejection measurement 
scale. Moreover, they answered self-esteem scale during 7days by e-mails. In this study, the instability 
of self-esteem was deﬁ ned by the standard deviation calculated from self-esteem scores of 7days. The 
results showed that participants who reported high level of self-esteem have high self-acceptance, 
sense of acceptance and low sense of rejection than person scored low self-esteem. On the other hand, 
the degree of instability of self-esteem had little effect on the degree of self-acceptance, sense of 



























定な者は安定した者と比較して，大きな怒り・敵意を経験しやすい傾向がある（Kernis et al., 
































































特性的な “ 普段の ” 自尊感情のレベルを測定することを目的としているため，「次の特徴の
おのおのについて，“ 普段のあなた自身に ” どの程度あてはまりますか」と教示した。回答



















































































































質問項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
11. 自分の素敵なところを素直に良いと思える。 .816 -.024 .216
21. 物事を成し遂げたとき、自分の努力を認めることができる。 .774 -.019 .080
14. 自分が周囲から高く評価されたとき、半信半疑になる。※ .771 -.130 -.097
18. 自分の優れている部分を受けいれている。 .721 .048 .033
12. 物事がうまくいったとき、自分自身を自然に認めることができる。 . 706 .108 -.016
7. 他者から好意を持たれたとき、しっくりとしない。※ . 705 -.096 -.266
4. 自分の長所を素直に認めることができる。 .577 .183 .008
9. 現在の自分を受けいれている。 .047 .942 -.193
8. 良いところも悪いところも含めてこれが自分だと思える。 -.145 .891 -.036
15. ありのままの自分でよい。 -.086 .681 .068
1. 自分自身を受けいれている。 .189 .649 -.127
16. 全体として自分のことが受けいれられない。※ .144 .588 .036
17. 自分の弱いところも自分の一部として認めることができる。 -.009 . 559 .239
10. 人は人、自分は自分だと思える。 -.080 .482 .219
6. 自分の短所がそれほど気にならない。 .053 -.039 .664
5. だめな自分は変えたいと思う。※ -.112 -.124 .630
2. 自分の欠点や弱点はできることなら捨て去ってしまいたい。※ -.098 .126 .589
20. 自分の不完全な部分にあまりとらわれない。 .137 .169 .480
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ




















5. とかく無視されることが多い。 .809 -.185
14. だいたいの人は私につらくあたるだろう。 .682 -.310
12. 私は、普段人から背を向けられている。 .680 -.201
6. 私は、よく批判される。 .655 -.165
8. 私は、よく人からないがしろにされる。 .630 -.267
3. 少しでもうまくいかないとき、私は見捨てられるだろう。 .624 -.124
4. 他人は私に愛想をつかすかもしれない。 .589 -.230
2. 私は悪く思われがちだ。 .564 -.309
11. 私はたいてい受け容れられている。 -.158 .965
10. 私はたいていの場で認められている。 -.251 .691







































群 平均値 SD ｔ値 有意水準 比較
自己受容
低（N=53　32点～ 66点） 52.77 7.28
9.46 ＊＊＊ 高＞低
高（N=44　50点～ 83点） 67.48 8.02
　望ましい自己の受容
低（N=53　10点～ 32点） 21.74 5.05
7.15 ＊＊＊ 高＞低
高（N=44　17点～ 35点） 28.11 3.76
　全体としての自己の受容
低（N=53　13点～ 34点） 23.17 4.07
6.82 ＊＊＊ 高＞低
高（N=44　19点～ 35点） 28.89 4.16
　望ましくない自己にとらわれない
低（N=53　4点～ 14点）  7.87 2.25
4.79 ＊＊＊ 高＞低
高（N=44　4点～ 17点） 10.40 2.97
被拒絶感
低（N=53　11点～ 29点） 19.57 4.44
6.12 ＊＊＊ 低＞高
高（N=44　8点～ 25点） 14.20 4.19
被受容感
低（N=53　5点～ 14点） 10.26 1.72
5.36 ＊＊＊ 高＞低






















































群 平均値 SD F値 有意水準 比較
自己受容
HS群（N=21　50点～ 82点） 67.67 8.60
32.01 ＊＊＊
HS群＞ LS群
HU群（N=22　56点～ 81点） 66.59 6.99 HS群＞ LU群
LS群（N=27　42点～ 66点） 55.07 6.09 HU群＞ LS群
LU群（N=26　32点～ 64点） 50.38 7.74 HU群＞ LU群
　望ましい自己の受容
HS群（N=22　22点～ 35点） 28.64 3.77
16.46 ＊＊＊
HS群＞ LS群
HU群（N=22　17点～ 35点） 27.27 3.48 HS群＞ LU群
LS群（N=27　14点～ 30点） 22.48 4.59 HU群＞ LS群
LU群（N=26　10点～ 32点） 20.96 5.47 HU群＞ LU群
　全体としての
　自己の受容
HS群（N=21　19点～ 35点） 28.62 4.46
17.37 ＊＊＊
HS群＞ LS群
HU群（N=22　22点～ 35点） 28.86 3.82 HS群＞ LU群
LS群（N=27　19点～ 34点） 24.48 3.11 HU群＞ LS群
LU群（N=26　13点～ 31点） 21.81 4.54 HU群＞ LU群
　望ましくない自己に
　とらわれない
HS群（N=22　6点～ 17点） 10.23 2.99
7.28 ＊＊＊
HS群＞ LS群
HU群（N=22　4点～ 17点） 10.45 3.04 HS群＞ LU群
LS群（N=27　4点～ 13点） 8.11 2.15 HU群＞ LS群
LU群（N=26　4点～ 14点） 7.62 2.37 HU群＞ LU群
被拒絶感
HS群（N=22　8点～ 20点） 13.32 3.55
12.68 ＊＊＊
HS群＜ LS群
HU群（N=22　8点～ 25点） 15.27 4.61 HS群＜ LU群
LS群（N=27　11点～ 27点） 19.59 4.10 HU群＜ LS群
LU群（N=26　12点～ 29点） 19.54 4.85 HU群＜ LU群
被受容感
HS群（N=21　9点～ 15点） 12.24 1.45
9.27 ＊＊＊
HS群＞ LS群
HU群（N=22　5点～ 14点） 11.82 1.59 HS群＞ LU群
LS群（N=27　8点～ 13点） 10.26 1.89 HU群＞ LS群
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